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身体の可能性と人間関係学

一私であること，つながること一

三　井　悦　子

「身体とは，私がそれによってあらゆるものに触れ，あらゆるものが私に触

れる，そういう広がり（延長）です。」　ジャン瓢リュック・ナンシーD

はじめに

　気持ちとかけ離れた言葉がふとロから発せられたとき，すぐさま「それは嘘です」「口先だ

けのでたらめです」とからだははっきり表明する。微笑んだっもりの頬がピクッとひきつった

り，うれしいっ！と言いながらその目がうろたえていたり。言葉がどのように申し出ようとも，

からだはそれが本当かウソか，どのくらい本当かをピシャリと言い当てる。

　言葉を尽くせば尽くすほど，自分の「ほんとう」から遠ざかることを経験するとき，もちろ

ん言葉を自由に操作できない自分の語彙力の不足もさることながら，　からだが知っているこ

との多さや正確さには驚かされる。

　からだはなにより正直である。

　同時にからだは，おしゃべりでもある。

　今の自分の状況をじょうずに物語っていることはいうまでもなく，これからどうしたいのか，

どうしたくないのかをからだは雄弁に物語る。いやむしろ，からだは叫んでいるといってもよ

い。わたしの考えはこうだ！と一生懸命に訴えかけている。誰に向かって訴えかけているの

か？もちろん，第一には，自分自身に対してである。

　われわれは，外界からの刺激を情報として収集し，それらを分析し，判断し，そして次の行

動を起こす。こうしたインプットからアウトプットまでの行動のサイクルのなかで，からだは

ひとつの重要な情報源となる。からだは自分自身に「私の思うところ」をフィードバックしょ

うと，訴えかける。また同様に，向かい合って話をしている相手に対して「もっとわかってほ

しい」と身を乗り出し，隣に座った他人に対して「これ以上近づいてこないで」と縮こまる。

さまざまな気持ちが，からだから滲み出ている。

　このようにからだは，感覚器であり受容器であり，また同時に反応器でもある。

　しかしながらこうした正直でおしゃべりなからだの声を，すべての人が容易に聞き取ってい

るわけではない。対面する人や隣の人も，かれらのからだが何を言おうとしているのか気づか

ないでいることも多い。

　多くの人が，からだの声に気づかないのはなぜだろう？

　からだからの声が小さいのか，聞く耳を持たぬからか，他からの音が大きすぎるからか，そ
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れとも，からだがしゃべることなどあり得ないという思い込みからだろうか？

　今，われわれが抱えている問題の多くが，からだの声が聞こえないということから生じてい

るといっても過言ではない。

　「身体の可能性と人間関係学」と題する小稿では，まず始めに，からだがもつ力について論

じ，つぎに自分理解とからだ認識の関係，そしてこれらが人と人との関係性を壁くにおいて秘

めている可能性について考えてみたい。

1．〈からだ〉がもつ力

1）〈からだ〉ということについて

　「身体の可能性」と題しながら，これまでくからだ〉という言葉を用いてきた。まずはじめ

にこの用語について説明しておこう。

　なぜくからだ〉という語を用いるのか。

　それは，まず第1に，本稿の論議においては，死体解剖から始まる近代医学が対象とする

「肉体⊥一パーツに分けて取り出すことができ，また取り替えることを可能とするような一

の理解を超えて，「身体」の可能性にアプローチしょうとするからである。そしてさらには表

層的な「身体」にとどまらず，見えない「身体」にも論議の重要なポイントが置かれている。

「肉体」や「身体」は，K6rper，　Leib（Body）の訳語であるが，本稿では，そこにseelisch

（spiritual，　soulful）なものを含んだ，いまここに生きているわたしの身体というものを視野

に入れたい。これらを表現しようとするとき，日本語ではより適切な言葉がある。それが「か

らだ」である。

　『字訓』によれば，「「から」は外皮・外殻を意味するもの，草木の幹茎など，ものの根幹を

なすもの，血縁や身分についてそのものに固有の本質をなすものなどをいう。…人には「から

だ」という。」とある。

　続いて「野口体操」の創始者，野口三千三の考える「からだ」について触れてみよう。彼は，

「からだ」の「から」について次のように語っている。

　「「から」は，空，虚，洞，殻，穀…でもある。それはなつかしく安らかな安息の場である

と同時に，生る神秘的・呪術的な働きによって，はかり知れないあやしい何事かが起こること

を予感させる「内部空間」をもっことがその本質であろう。」2）

　そのものに固有の本質をなすものという「から」の意を，野口は一歩進んで「はかり知れな

いあやしい何かが起こる場」それが「からだ」の本質にあるという。このような視点は「身体

の可能性」を探ろうとする本稿にとって，大きな衝撃である。野口のこのような「からだ」観

において，人間の身体の機能は次のように理解されている。

　「胴（から）こそからだの原初存在であって，頭・手・足というものは，もともといつもそ

こにあるあるべきものではなく，必要な時だけ新しく胴体の奥の中身がそこに伸びて行って，

必要な仕事をし，それがすんだら捨てられ消え去るか，胴の中に戻すかするもの」であるとい

う。3）彼の前提には，むくろ（身・体・躯・骸）が身の胴体の部分を指す，という理解がある。

つまり，原初生命体としての人間の姿は液体に満ちた袋状のものであり，筋肉や骨格はそこに

プカプカと浮かぶものと考えられているのである。考える頭や道具を駆使する手足は，あとか

ら必要に応じて突出してきたものなのである。

　当然のことながら，野口体操は，彼のこうした「からだ」観に依拠して成立した。たしかに，

人間の骨格は理科室の人体骨格模型のように，支柱の釘に引っ掛けぶら下げられているわけで
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はない。皮膚という皮袋のなかで筋肉と水分に包まれて流動的に存在している。このような身

体にとっての自然や良好な状態は，それ以外の現在当たり前とされている身体の自然や良好，

健康とはおのずから異なってくるだろう。

　「「から」のもっとも本質的なご：とは，その内部空間から，それにとってのすべてのものが，

新しく生まれるということである。それがそれであるためにもつともたいせつなものが，そこ

から新しく生まれ，育ち，みのるということである。」4）

　それにとってのすべてと言ってもよいもの，それがそれであるためのもっともだいせつなも

の，からだはそのようないのちあるものが生まれ，育まれる場として生き生きとイメージされ

ている。種子植物にとってそれは「穀」であり，哺乳類・人類にとってそれは「子宮」である

と野口はいうのである。

　本稿もまたこのようなからだ観に立ちたい。からだは普遍化することのできない最も個人的

な場である。しかも固定しているのではなく流動する。あやしい何かが生まれる場であり，そ

こは勢いやほとばしる生気，いのちを孕んでいる。このように，「肉体」とか「身体」という

語によっては表現できない生命感あふれるものとして，本稿ではくからだ〉という語を用いる。

2）〈からだ〉の表情，わたしであること

　先に野口が指摘したように，からだは，それがそれであるためにもつともたいせつなものが

そこから生まれてくる場である。いいかえるならば，わたしがわたしであるための，もっとも

大切なものの棲み家である。また，演出家竹内敏晴一国は野口体操を「からだとことばのレッ

スン」に応用してもいる一はいう。「「私」は「からだ」としてここに在り，世界に棲む。「か

らだ」として他者に向かい合ってたっ」と。5）いまここに生きているわたしはくからだ〉であ

る，「わたしそのもの」をあらわすものは，からだ以外にはない。〈からだ〉こそくわたし〉

である，という。

　冒頭の例のように，微笑んだつもりが頬がひきつる状況は，その人のある感情が，思わず表

情に出てしまった例である。意図せず感情や情緒が滲み出ることは「表出」と呼ばれ，「表現」

とは区別される。表情はもちろん顔面にだけ表われるものではない。さまざまな感情が，から

だ全体をカンバスにして描かれる。それがくからだ〉の表情である。無意識のうちにくから

だ〉の表情として表出されている感情，暗黙的な言い分の表明である。表現がある意図をもっ

て随意的に示される行為であるのに対して，表出は，不随意的で内発的である。それは内側か

ら押し出されるかように現われ出る。時には，自分自身も気づいていないような深い情動が，

湧き出でるように表情や動きとして現れ，それによってはじめて本人が自分の中に存在するあ

る事実に気づくことさえある。表出されるものは，偽りのない，あるがままのわたしである。

　いっぽう，表現においては，実際そうではないことを創り出し，見せかけることも可能であ

る。たとえば，シュープ（Trudi　Schoop）は，入間の身体のこのような機能に着目し，そこ

からダンスセラピーという領域に踏み入っていく。「（我々の身体は）感情を抑制したり，偽

装したり，控えめに表したり大げさにしたり，不正確に表現する方法をたくさんもってい
る。」6）

　見えるものがあることによって，かえってほんとうのところを見えにくくしていると言いか

えることもできるだろう。じょうずに仮面をかぶるのもまたからだの仕業である。表出という，

あるがまま，偽りのないわたしを表明するからだは，正直である一方，とてもたくさんのウソ

をつくこともできるのである。

一57一



三　井悦　子

　頬を引きつらせたり，身をちぢ込めたりする表出によるからだの表情は，やがて固定化し，

その人にとって非常に「特徴的な身体」をつくる。はじめの歪んだ身体は，ある瞬間，ある時

期のその人の幾層にもわたる複雑にいりくんだ感情を暗黙的に表明したものである。が，その

形が固定化することによって，逆に，さまざまな感情をその特徴的な身体の中に留まらせるこ

とになる。シュープは，正直でかっウソをつくことのできる「からだ」の機能を利用して，自

分を発見したり，固定化した身体のゆがみや脅迫的な動きを緩和したり，固定化を強要するよ

うな緊張や感情を解きほぐそうとした。即興的に踊ることが可能な段階にきた患者の場合，こ

の体験は患者にとって自己を確認し受けとめていく重要なプロセスとなる。なぜなら「内から

溢れ出てくる運動によって，からだはこれまで気づかなかった感情を語り始める」からであ
る。7）

　恣意的な構成や準備の余地のない，即興的な動きやダンスによって自分自身でも予想もしな

かった動き方，姿勢，ときには発声などが繰り広げられることがある。この感情を自分自身が

あらためて知ることによって，患者はこれまで錯綜し整理のっけられなかったさまざまな感情

に折り合いをつけて，現実という世界に静かにソフトランディングするというのである。8）

　ダンスセラピーは，患者のレッスンをプライヴェートレッスンからグループセッションへと

発展させ，コミュケーシ3ンをもっことのできるからだを取り戻させていく。

　ここまでくからだ〉が持つ力について論じてきた。からだは，わたしがわたしであるための

最後の砦でもあり，自分の意のままにできる数少ない領域であると考えられている。からだと

は，わたしがわたしであるといえる究極の場，そしてコミュニケーションを成立させる最小の

単位，人間にとって大切な何かを孕む秘め事の場所。しかし，同時に，勝手に感情を表明して

しまうような自分自身でも御しがたい，手におえぬ存在でもある。ジャン窯リュック・ナンシー

は，さらに身体を個の場と理解することを疑う。このもっとも私的な場とされている身体がも

はや個に属するものとしてだけでは存在し得ない，と。身体は人間にとって存在そのものであ

る。しかし，その身体自体がすでに他律的な存在だと彼はいう。

　では，わたしの身体とは何を指すのか，〈わたし〉はいったいどこにいるのだろう？

2．〈わたし〉はどこにいるのか

　たしかにひとりひとり人間は，このからだとして個別の生を生きている。

　では〈わたし〉はどこにいるのだろう。それは私の身体と等身大の，同義のものなのだろう

か？どこまでがわたしで，どこからが他なのか？

　〈わたし〉は，皮膚という境界線によって区分される内側に存在し，その外側は他であると

いえるのだろうか？

1）ナンシーの疑い

　冒頭ジャン瓢リュック・ナンシーは，身体とは広がり・延長であるといった。つまり身体と

いうものは，物理的に遮断された存在ではない。「諸々の身体は「充溢したもの」，充溢した空

間ではない（空間は到るところで充溢している）。身体は開かれた空間である，言い換えれば，

それは或る意味では，空間的というよりむしろ厳密には空隙を孕んだ空間，ないしは場と名付

けうるものである。…身体一場は…尾部も頭部も持たない。それはさまざまに折られ，折り畳

まれ，広げられ，繰り返し折られ，陥入し，外部に原腸を形成し，開口部を持ち，外へと広が
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り，内へと広がり，緊張し，弛緩し，刺激され，　然自失し，拘束され，拘束を解かれた一つ

の皮膚である。」9）

　しかし次に彼は，「それ自体」の存在をも否定する。「身体「それ自体」は存在しない，触れ

ること「それ自体」は存在しない，延長サレタモノ「それ自体」は存在しない。存在するのは，

世界の創造，諸身体のテクネー，意味（感覚）の限界なき重み，地形図的な瓢場所記述的なコ

ルプス（共同一体）…」玉。）

　身体「それ自体」，延長されたもの「それ自体」は存在しないという。身体はそれ自体とし

ては存在しないというのである。

　それ自体として存在していない身体は，個の場として存在し得ない。一般にもっとも私的な

場とされている身体は，もはや個の所有物ではなく，何者かに侵入され，その侵入者が多数化

するうちに，自分自身が差異化されてしまうような存在であるという。ナンシー自身の心臓移

植体験は，身体の自己性を疑う契機となっている。彼は，人間にとって存在そのものであると

いわれる身体（コルプス）それ自体がすでに他律的な存在だといい，個を疑う。そして共同体

（コルプス）に目を向ける。

　たしかに，わたしは，わたしの中で完結してはいない。皮膚という境界を越えた自分の外側

と思われる部分でさえ，なお侵されたくないと感じるわたしの領域が存在する。〈わたし〉は

わたしの身体を越えたところにまで拡大している。そしてこれと全く反対に，接触するだけで

は満ち足りず，なお滲直しあわなければ欠落感に苛まれるくわたし〉もある。

　皮膚という，見ることができ，触れることのできる存在を越えて，見えないがしかしリアル

なくわたし〉は，もう少し広い広がりの中で，他者とくわたし〉を分有する。〈わたし〉ある

いはくわたしというからだ〉は，相手によってアメーバのように変幻自在となる。へこんだり，

突き出したり，伸び上がったり，限りなく透明になったり，と♂D〈わたし〉は単に皮膚によっ

て分断された自分の身体の中に，他から分離して存在するのではない。むしろ他者とつながっ

ていることがくわたし〉であることと不可分である。他者と私との関係のなかに，つまり他へ

のかかわり方のなかにこそ，〈わたし〉は存在し，そこにはじめてくわたし〉を探しあてるこ

とができるのである♂2）

2）侵入者とは誰か

　確固たるくわたし〉は存在しない。関係の中において形を変え存在することを余儀なくされ

る，それが人間であり個である。では，そのような変幻自在な存在は〈わたし〉とはいえない

のだろうか？〈わたし〉はそれほど固定的なものだろうか？他の何ものにも替えがたい「わた

しそのもの」は，確固としたものでなければならないのだろうか？

　他者の心臓でしか生き得ない私はいったい誰なのか？ナンシーの問いはこうして始められた。

何者かがくわたし〉に侵入する。侵入者はどんどん増殖し，わたしを差異化しわたしの存在ま

でを脅かす。

　この主客を入れ替えて読んでみるとどうだろう。

　わたしが何者かに侵入する。わたしはどんどん増殖し，何者かを差異化し，その存在を脅か

す。

　わたしは，私となる以前に母の胎内に入り（あるいは母の胎内でわたしとなり），母の異物

となり，母に悪阻をもたらし，母の自由を，ときにその生命さえも奪いかねなかった。物理的

に母から切り離された後も，なお状況は変わらない。

一一 T9一



三井悦　子

　であるならば，侵入者は「他」で，侵入されるのはくわたし〉，とは限らない。侵入された

と思い込んでいる私自身が，いや生命あるものはみな，〈から〉の中から生まれ出る侵入者と

してしか存在し得ない。侵入者として命を育まれ，そして今ここに存在しているのではないの

か。

　侵入された母体は，異物である侵入者を，たっぷりと温かい羊水に包みこみ，大切に愛で，

時を共にする。そして時間をかけて変化していく侵入者と，変化させられていく自分とを，と

もに新しいくわたし〉として受容する。このときすでに，わたしは侵入者ともはや不可分な存

在である。しかもやがてわたしからその異物が切り離されようとも，わたしは，それによって

変化させられた新しい存在，もはや以前とは異なる存在である。その意味で，将来においても

なお，侵入者と不可分な存在である。このように，他とつながり，変容し，新しい関係性のな

かで再生される存在，決して固定化しない流動的で可変的な存在，それもまたくわたし〉といっ

てよいのではないだろうか。

　新しい関係性の中で再生される〈わたし〉。これは竹内敏晴の人間関係論の中心的なテーマ

でもある。

　人が人に出会うということはどのようなことか，人が，人に対し，入になるとはどのような

ことか？このような問いをたて，竹内はまず，〈わたし〉であるためのレッスンを準備する。

揺らしやほぐしといったからだのレッスンである。竹内には，のびのびと緩んだからだが感じ，

からだが行なうことへの信頼がある。そのために彼は，からだのこわばりを解きほぐし，自分

のからだがひとつの大きな筒であるとイメージできるような身体へとアプローチする。そのレッ

スンは「からだの内なる流れが波打ち，溢れ出し，他者に移り，そのからだを巡り，変容して

返ってくること。私はそれに浸され，揺すぶられて新しく生まれること。他人とふれあい，つ

ながり，融け合うということ…そして，情念の爆発も含めて，ともに働き，ともに生きてみる

ことで，管理社会に閉じ込められた「からだ」を解き放っていくこと」と，方向づけられてい

る。王3）さらに〈出会いのレッズン〉について彼は次のように語っている。

　「それはただ，人と人とがまっすぐに向いあうことを眼目とする。ひとりひとりが鮮やかに

自分であること，を生ききってみることであり，その場に，向かいあうものとしての「他者」

を発見することである。いや「他者」として相手の前に立つことだ，と言ってもよい。いわば，

「共に生きている場」（共生態としてのからだ）から，ひとりの私が立ち現れることなのだ。」ω

　このようなレッスンを彼はセラピーと呼ばない。むしろそう呼ぶことを拒否する。出会いは，

触れ，つながり，融けあい，変化し，変化させる，このような相互に共有される体験でなけれ

ばならないと彼は考えているからであろう。

　他者がわたしの前に立つとき，相手にとってはわたしが他者である。呼びかけることは応え

ること，見ることは見られること，触れることは触れられることである。

　ナンシーは，身体は，もはや個の所有物ではなく，自分自身が差異化されてしまうような存

在であるといった。しかし，ここで見てきたような間身体性のなかで，人は人として人の前に

立つということも事実である。そして互いにどちらもが侵入者として互いの中で生き始めるこ

と，それを「出会い」と呼ぶのではないだろうか。

3．癒えることとからだ体験

サンシーによって疑われたくわたし〉であるが，それを関係性，間身体性の中で相互他律・
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融合的に存在するものという理解にたち，つぎに，〈まとまりのあるわたし〉に議論を進めた

いo

1）「癒える力」

　わが身におこる喜怒哀楽を受容できるとき，その人はバランスのとれたまとまりのある状態

にある。一方，意のままにならぬ自分を受容しきれぬとき，人は欠落感や喪失感に苛まれ，そ

れを埋め合わせようとして何かを求める。近年のブームともいうべき「癒し」への志向は，こ

のような状況に対する現代人のきわめて受動的な傾向であるといえよう6

　元来，「癒し」という思想は，科学の単眼的・近視眼的視野狭窄からもたらされた医学・医療

の危機に対して，医療従事者自身への戒めとして提起された。すなわち，単に物体の傷を治す

「治」だけではなく，人間としての患者を診る「癒」のどちらもが，患者に接する際に医療者

には必要であるとの考えに依拠して提起された概念である♂5）

　中川米造（医療倫理）は次のように述べる。

　「癒しの基本のひとつは「こわばり」「こだわり」を解いて，人間を安心できる状態に回復

させていくことである。生まれたばかりの乳児が母親に抱かれているときの，あの安心感に満

ちた状態。さらに前にさかのぼれば，子宮の中にあって生命が羊水の中に，自分ではほとんど

努力せずにうかんでいる状態。あのような状態を再現させ追体験させるのが，癒しの基本であ

る。」とQ16）

　これは前節に引いた竹内のからだ揺らし，野口体操とも通じるものがある。無自覚のうちに

「癒されたい」と思ってしまう依存が巷に溢れているのは，現代の閉塞感の反映であると，竹

内は言い，みずから持っている「癒える力」を信じようと呼びかける。17）そして「癒える」こ

とを「安らぐレッスン」によって実感しようとする。「からだの中に海を保っていること，そ

の香りをかぐ，そのゆるやかな温かさにいる。安らぎとはそのことの名にほかならない。」と

いう♂8）

　『字訓』によれば，「癒」という文字は「いゆ」と読む。その意味は，「病気や傷がなおる，

全快することをいう。」とある。また，「「愈」の初文は，ヨ。愈はその異体の字。舟は盤，余

は医療用の小刀。これで脳漿を盤に移しとることを「試す」という。これで病痛が治まるので，

心休まることを「愈」という。字はまた愉に作る。癒はその繁文である。」とされている。

　つまり，「癒ゆ」は，本来の力が回復するという意である。からだについていうならば，本

来からだが持っている治癒力によって，からだが持つ本来の力，からだが持つ多くの感覚する

力を呼び覚まし取り戻し，そしてそのからだにおいて安らぐことに他ならない。

　からだは，癒える力を持っている。誰かに「癒される」ことではなく，誰かを「癒す」こと

でもない。からだがもっている「癒える」ことへの可能性，これに注意が向けられるべきであ

ろう。

　「癒えるとは，実は今まで闇に閉ざされていた広大な世界が開け，それに向かい合う新しい

自分の非力さに愕然とすることだといってよい。」19）癒えるということは，また次なる世界に

踏み入ること。次なるステージ，そこには恐怖や不安が待ち受けているのだが，勇気をもって

そこへと一歩，歩みを進めることによって始められる。広大な自然を眼前にして，たとえ立ち

すくんでいるとしても，その両足は大地をしっかりと踏みしめている。それは他の誰でもない

私自身の両足である。竹内の「癒える」感覚にはそのような厳しさと力強さがある。
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2）リアルであることの気持ちよさ

　言葉にならない切羽詰った感情，理解はできても臆に落ちない不明瞭感，そうした説明のつ

かない雑多ではあるが直戴的な感覚は，私の存在を揺さぶるように私に迫ってくる。このよう

なリアルな体験を自身のからだが体験し，折り合いをつけていくこと，こうした「からだ体験」

が癒える力を育くんでいく。たとえばスポーツがそれである。

　何よりもまず，自分の身体を用いて行なわれる行為，そこでの瞬間的な判断，中断や継続，

そして達成や失敗がみずからの意思に決定づけられる行為である。一連の行為において分断さ

れない自己を体験することが充足感をもたらす。スポーツはこうした充足の快感に支えられて

いる。自己の領域において処理可能な，終始一貫して主体となる体験は，現代社会において希

少である。ここではあえて「主体」といってよいだろう。その存在さえも揺さぶるようにわた

しに迫ってくるようなリアルな体験をするとき，「わたしそのもの」をあらためて確認するこ

とができるからである。

　ナンシーも言っている。

　「一つの身体とは，開き，引き裂き，尾部と頭部に空隙を穿つ場である。それらに出来事と

なる場を与えながら（享受すること，苦しむこと，思考すること，生まれること，死ぬこと，

セックスすること，笑うこと，くしゃみすること，震えること，嘆き悲しむこと，忘却するこ

と等々）。」20）

　からだが体験していること，その見えないもののなかにあるリアルさを，スポーツでは実感

する。見えないからこそよりリアルに，より明晰にからだは感じ取ることができる。像として

可視化されるものだけがリアルなものだといえるだろうか。いや，見えているものがウソであ

り，見えないものにこそほんとうがある，ということを教えてくれるものがほかでもない，か

らだであった。

　そしてからだ体験は，さらに多くのことをからだに表明させる。それらによって，わたしは，

あらためてくわたし〉というものの本質を知ることになるのである。

　竹内の身体への信頼は，「「私」でなく，「からだ」が動き始めること，私でない私が生きて

姿を現わしてくるという体験」に基づいている。これはスポーツにおいて遭遇する出来事でも

ある。過度に緊張した興奮状態の中で，喜怒哀楽がいっときに発現する場面で，全く予期せぬ

自分を垣間見ることがある。また，深く集中した静寂の中で，熱いマグマのような何かが生ま

れ噴出するような感覚を体感し，新しい自分の可能性に気づく場合もある。

　深い集中の中で，無意識のうちにからだが応じ動いていく，しかも生き生きと躍動感をもっ

て。そしてそのような時空間を仲間と分割・共有する体験。これほど，スリリングで快い感覚

はない。こうしたリアルな体験が，わたしをひとつのまとまりのある存在（ホ・一リスティック

なわたし）として認識させてくれる。全身が統合され，ひとつにまとまるからだ感覚（統一

感）は，このからだがわたしそのものであることを認識させる。2エ）これらが，からだが持って

いる癒える力である。

4．つながりへ　～からだとからだで出会うこと

　コミュニケーションは何よりもまず言語を通して行なわれるものである，という理解は思い

込みにすぎないのかもしれない。たしかに言語は人間が入間たる所以，人間がもっている重要

な働きのひとつではある。が，〈わたし〉を説明するのは言語によってではないといってもよ

いのではないだろうか。言語は，私がそうであると思っていること，場合によってはそうあり
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たいと思う自分のイメージ，つまりつくられたあるいはつくり出したわたしのイメージを説明

し，語るにすぎない。言語にはまず概念が前提となる。普遍性をもつあるイメージが，コミュ

ニケーションを交わす互いの間に存在してはじめて成立するのものが言語である。いや，そう

した共通理解が根底にあるものだけが言語化されるといってもよい。その言語によって行き交

うイメージを共有するものに限定してのみ，言語は意味のある表現となる。

　しかしながらそのような普遍性にそぐわないくわたし〉の感情や情緒というものが，実際こ

の身の上には存在する。果たしてこれらは言語によって，つまり共通理解を前提にした言葉に

よって，伝達することができるだろうか。どこまでも個の感覚と共通感覚との間の厳然とした

差異を否定することはできないだろう。

　こうした普遍化できない個の感覚を正直に物語っているのがくからだ〉である。そしてから

だが語ることば（からだことば）によって，はじめて相手に何らかの感覚が伝えられるのであ

る。

　ことばもなく身をよじって悲しみに耐える姿，錯綜する理由（reaso准謹原因・理性）に整

理もっかず，ただ呆然と立ち尽くす姿，このようなからだや動き（からだことば）が，相手に

何かを訴えかけるのである。このときその相手は自分がこれまで体験した範囲内での共通する

感覚を自分の身に想起し，感情を共有することになる。こうして，悲嘆し，呆然と立ち尽くす

相手との相互の関係が壁かれ，〈出会う〉のである。コミュニケーションが，言語を通してよ

りもむしろくからだ〉によって行なわれるというのは，このような理由によっている。

　「「私」は「からだ」としてここに在り，世界に棲む。「からだ」として他者に向かい合って

たっ」と，竹内が言うのはこういうことであろう。シュープが，からだ体験によって個を解き

ほぐし，そしてその先にある人と人との関係性へと視点をひろげたのも彼と同様である。

　「からだの中に硬くへばりついた苛立ちは，自由な行動を抑制するだけではなく，新たな出

会いの可能性も減らしてしまうかもしれない。つまり，将来への期待は，現在のからだが生み

出す感情によって左右されているので，硬く組んだ腕やつりあがった肩のままでは，狭く限ら

れた範囲でしか生きていけないのである。」22）

　胸の前で，右手で左ひじを左手で右ひじを持っているのは，いっさい何者をも侵入させない，

そして自分の中からもなにも出さず，すべてをかかえこんだ姿勢である。このような縮こまっ

たからだは，「これ以上私に近づかないで，触れないで」といっており，コミ諏ニケーション

を拒否するわたしの表明である。その硬く組んだ腕をほどき，つり上がった肩からふっと力を

抜かせ，リラックスした自分のからだの心地よさを感じることから，まずダンスセラピーは始

められる。こうして自己の身体を肯定し，自分を受容してはじめて，他を受けとめ，受け入れ，

あるいは他の思いに共感できる豊かな関係性をもっことができるようになるとシュープは言う。

同様に竹内は「人の身になる」とは，ある瞬間に成り立つ理解のことばかりでなく，それを出

発点として，長い時間をかけて相手と築き上げていく「関係」のことであると言う。23）

　からだ揺らしやからだほぐしは，個人的な場であるわたしのからだと，偶然にもパートナー

となって向かい合った誰かのからだとがつながる，共通体験でもある。パートナーのからだを

「もの」として扱うのではなく，自分が発する波動を相手のからだに伝え，入り込み，揺り動

かし，互いが変化していく。そのような延長の感覚が自分のからだの中に呼び覚まされ，つな

がりの波動が往復し，互いを壁いていく。

　関係をとりむすぶということは，たとえばこのようなつながりの感覚を前提にしているにち

がいない。したがって，また「身体の様々な入ロのコルプス（共同一体）」2のが壁かれること
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が求あられているのである。
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　　か1ケ月ではあるが経験していた。このときすでに彼女は全身運動を行っていただろう。そして「1」

　　を発見していた。したがって，奇跡は起こりえたのである」と。さらに，山折氏は人間が18ケ月で

　　「1」を発見するとき，「1」だけではない，同時に「全体」を発見するのであると。その全体という

　　のは「宇宙」とか「自然」，「自己」に対する「他」とも言ってもよいという。（山折哲雄　人体科学

　　会第11回大会，人体科学フォーラム（吹田市文化会館，2001年11月23日）での講演「アジアのくここ

　　ろ・からだ・いのち〉」による。）全身運動がもっている深い意味を，閥も由折もこのように解釈し

　　ているのである。

22）トゥルーディ・シュープ　6）　61頁

23）竹内敏晴　17）56頁

24）ジャン繍リュック・ナンシー　1）42頁
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